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濠
漢
思
想
に
於
け
る
縄
的
な
も
の

周
子

に
於
け
る
輝
的
思
想
に

つ
い
て
窺
見
す
る
に
當
り
、
こ
れ
の
裏
付
け

と
し
て
彼
の
輝
的
な
環
境
を
述
べ
る
べ
き
で
あ
る
が
、

こ
れ
に
關
し
て
は
拙

論

「
宋
學

の
源
流

に
於
け
る
暉
的
環
境
」

(
輝
學
研
究
、

四
五
號
)
に
於

い

て
詳
細

に
記
述
し
て
置

い
た
の
で
藪

で
は
省
略
す
る
が
、
本
論
と
不
可
分

の

關
連
が

あ
る
か
ら
併

せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。
周
子
は
壽
涯

・
常
総

.
祖
心

.

慧
南

・
了
元
の
諸
暉
曾
と
密
接

な
交
渉
が
な
さ
れ
更

に
播

・
胡
雨
子
と
の
交

遊
關
係
か
ら
し
て
も
、
直
接
的
に
も
間
接
的

に
も
そ
の
思
想
性
行
に
及
し
た

暉
的

な
感
化
影
響
は
多
大

で
あ

つ
た
と
謂
え
る
。
本
論

に
於

い
て
は
彼
の
思

想
を
宇
宙

・
心
性

・
修
爲

の
三
論

に
分
け

て
暉
的
思
想
と

の
關
連
を
述

べ
よ

う
と
思
う
。

闘

朱
子
は
太
極
圖
説
の
冒
頭
に
於
け
る
無
極
而
太
極
に

つ
い
て
太

極
圖
説
解
に

上
天
之
無
聲
無
臭
、
而
實
造
化
之
福
紐
品
彙
之
根
抵
也
、
故
日
、

久

須

本

文

雄

無
極
而
太
極
、
非
三太
極
之
外
復
有
=無
極

一也
。

と
註
し
て
い
る
が
、
朱
註
の
上
天
之
載
無
聲
無
臭
は
無
極
を
解
し
、

次
の
實
造
化
之
嘔
紐
品
彙
之
根
抵
也
は
太
極

を
読

い
て
い
る
。

朱

子
は
無
極
に
つ
い
て

周
子
所
三
以
謂
二
之
無
極
一、
正
以
二其
無
方
所
無
形
状
一、
(中
略
)

以
爲
γ通
=貫
全
禮
一、
無
=所
不
ツ在
、

則
又
初
無
二聲
臭
影
響
之

可
フ言
也
Q

(朱
子
文
集
、
雀
三
六
)

と
記
す
る
如
く
、
正
に
方
所
形
状
無
く
全
艦

に
通
徹
し
て
存
在
せ

ざ
る
こ
と
無
く
、

か
つ
無
聲
無
臭
無
影
響
に
し
て
時
空
の
制
約
を

超
越
し
た
る
非
物
質
的
な
紹
封
的
存
在
で
、

宇
宙
に
遍
在
し
至
高

至
妙
の
理
な
る
所
か
ら
し
て
こ
れ
を
無
極
と

構
す
る
の
で
あ
る
。

而
し
て
そ
れ
が
生
成
攣
轄
す
る
宇
宙
萬
象
の

根
源
を
な
す
所
か
ら

太
極
と
構
し
た
る
も
の
で
、
朱
子
は
こ
れ
を
造
化
の
橿
紐
、

品
彙

の
根
抵
と
謂

つ
て
い
る
。

故
語
=道
農
之
至
極

一則
謂

一之
太
極
一
、
語

二太
極
之
流
行

一則
謂
二
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之
道
一錐
γ有
三
一名
一初
無
=爾
艦
一、

周
子
所
三以
謂
二
之
無
極

一、

正
以
一一其
無
方
所
形
無
状
一。

(同

上
)

と
あ

る
如
く
、
太
極
と
は
道
艦

の
至
極
を
謂
い
、

こ
の
太
極

の
流

行
を
以
て
道
と
構
し
て
い
る
が
本
來

一
物
で
あ
る
。
周
子
が
無
極

と
構
す
る
の
は
太
極
の
無
方
所
無
形
状
無
聲
臭
を

示
す
に
過
ぎ
な

い
。
朱
子
は
無
極
を
無
形
と
し
太
極
を
有
理
と
し
て

若
果
無
形
而
但
有
理
、
則
無
極
印
是
無
形
、

太
極
師
是
有
理
明

　
。

(同

上
)

と
。
無
形
而
有
理
を
以
て
無
極
而
太
極
を
説
い
て
い
る
が
、

朱
子

に
於

い
て
は

太
極
と
は

理
で
、

即
ち

太
極
只
是
天
地
萬
物
之
理

(朱
子
語
類
輯

略
、
巻

=
俘
)
或
は
太
極
只
星

箇
理
字

(鯉

)
で
あ
る
。
更

に
無
極
而
太
極
を
解
す
る
に
就
無
中
鉾

有

(朱
子
文
集

巻
三
六

)
と
な
し
て

い
る
。

此

の
無

極

と
太

極

と

は

非

三
太

極

之

外

復

有

=
無

極

一
也
。

(太
極
圖
説
解
)

不

レ
言

ご
無

極

一則

太

極

同

=
於

一
物

一而

不

r
足

レ爲

=
萬

化

之

根

一
、

不

γ
言

二
太

極

一則

無

極
論

一一於

空

寂

一而

不

γ
能

γ爲

=
萬

化

之

根

一
。

(
朱
子
文
集
、
雀

三
⊥ハ
)

に
徴

し

て
も

、

爾

極

は

一
盟

に

し

て
相

印

不

離

の
關

連

性

を
も

つ

も

の

で
、

同

一
物

の
爾

属

性

を

な
す

も

の

と
謂

え

る
。

か
く

爾

極

は

一
物

の
爾
面

を

な

す
も

の

で
、

品

彙

の
根

抵

造

化

の
櫃

紐

の
面

か

ら

太
極

と
構

し
、

無
聲

臭

の
面

か

ら
無

極

と
稻

し

た

に
過

ぎ

な

い
。

無

極

と

太

極

と

は
相

印
無

隙

で

あ

る

け

れ

ど

も
、

圖

読

に
太

極
本
無
極
也
と
あ
る
に
依
れ
ば
、

無
極
は
太
極

の
根
源
性
を
な
し

て
い
る
も
の
と
も
謂
え
る
。

畢
寛
無
極
は
印
ち
太
極
で
り
太
極
は

印
ち
無
極
で
あ
つ
て
爾
極
は
相
邸

一
艘
で
あ
る
か
ら
し
て
、
周
子

は
宇
宙
の
本
膿
を
表
詮
し
て
無
極
而
太
極
と
構

し
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
太
極

の
上
に
無
極
な
る
も
の
が
存
す
る
の
で
無
く
、
或
は

無
極
か
ら
し
て
太
極
を

生
じ
た
の
で
も
無
く
爾
極
は
別
箇
の
存
在

で
は
な
い
。

か
く
の
如
く
宇
宙
の
本
膣
と

し
て
の
太
極

は
翼
如
法
界
無
y他

無

自

(矯
心
)
或
は
法
性
本
無
二生
婆

卒

(嫌

藁

『
)
と
あ

る
諸

法

の
燈

性

と

し

て

の
萬

有

の
常

住

的

本
膿

た

る

眞

如

或

は
法

性

に
類

同

す

る
も

の

で
あ

り

、

物

心

に
於

け

る

本
性

と

し

て

の
慧

能

の
所

謂

自

性

、

黄
巣

の
所

謂

蜜

覧

性
、

宗

密

の
所

謂

眞

性

に
も

當

る
も

の
と

謂

え

る

で
あ

ろ

う

。

而

し

て
太

極

が
恒

存

不

滅

に

し

て
方

所

形

状

な

き

無

聲

臭

の
言

慮

不

及

底

の

紹

封

的
存

在

な

る

こ

と

は
次

に
読

く

自

性

或

は

璽

性

の
當

艦

と

異

な

ら

な

い
。

心
量

廣

大

、

猫

如

=
虚

空

一、

無

レ
有

一一邊

畔

一、

亦

無

=
方

圓

大

小

一
、
亦

非

一青

黄

赤

白

一
、
亦

無

二
上

下

長

短

一
、
亦

無

レ
瞑

無

レ喜

、

無

7
是
無

γ
非

、

無

γ
善

無

レ
悪

、

無

γ
有

=
頭

尾

一、

諸

佛

刹

土

、

鑑

同

=
虚

空

一、

世

人

妙

性

、
本

空

無

7
有

=
一
法

可

ツ
得

、
自

性

眞

空

亦

復

如

γ
是

。

(
六
組
壇
経
、

般
若
第

二
)

此

塞
箆

性

無

始

已
來

、

與

=
虚

空

一同

レ
壽
、

未

=
曾

生

一、

未

γ
曾

滅

一、

未

一會

有

一未

=
曾

無

一、

未

二
曾

臓

一、

未

=
曾

浮

一、

未

二
曾
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喧

一、

未

二
曾

寂

一、

未

二曾

少

一、

未

二
曾

老

一、

無

二
方

所

一、

無

;

内

外

一、

無

=
敷

量

一、

無

一一形

相

一、

無

一一色

象

一、

無

=
音

聲

一、

不

ゲ
可

r冤

、

不

γ
可

γ
求
、

不

r
可

下
以

二
智

慧

一識

上
、

不

レ
可

下
以

=

言

語

一取

上
。

(傳

心
法
要
、
鐘
陵
録
)

此

心

無

始

已
來

、

不

=
曾

生

一、

不

=
曾

滅

一、

不

γ
青

不

γ
黄

、

無

γ形

無

ン相

、

不

レ
属

一一有

無

一、

不

7計

=
新

蕾

一
、
非

γ
長

非

レ
短

、

非

r
大

非

「
小

、

超

=
過

,一
切

限

量

名

言

縦

跡
封

待

一。
(同

上
)

唯

一
眞

蜜

性

、

不

γ
生
不

γ
滅

、

不

γ
増

不

γ減

、

不

レ
攣

不

〆易

。

(原
人
論
、
會
通
本
末
第
四
)

無
極
而
太
極
な
る
本
髄
性
は
通
書
に

誠
者
聖
人
之
本
、
大
哉
乾
元
、
萬
物
資
始
、
誠
之
源
也
、

乾
道

攣
化
各
正
二性
命
一、
誠
斯
立
、
純
粋
至
善
也
。

(誠
上
第

一
)

と
あ
る
如
く
、
太
極
は
乾
元
で
あ
り
、
乾
元
は
誠
の
根
源
と
さ
れ
、

そ
の
誠
は
純
粋
至
善
な
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

尚
、
元
亨
誠
之

通
利
貞

誠
之
復

(胴
)
に
依
れ
ば
、

誠
の
通
復
を
以
て
易

の
元
亨

と
利
貞
と
に
配
し
て
い
る
。

こ
れ
を
萬
有

の
根
源
と
し
至
善
な
る

誠
の
源
本
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

通
書
に
所
謂
誠
者
聖
人
之
本
に

つ
い
て
、
朱
子
は

誠
者
至
實
而
無
妄
之
謂
、
天
所
レ賦
物
所
γ受
之
正
理
也
、

人
皆

有

レ之
。

(通
書
解
)

と
註

し
、
誠
を
以
て
太
極
と
な
し
て
い
る
。

周
子
は
誠
を
以
て
宇

宙
の
本
源
と
な
す
と
共
に
道
徳
の
根
抵
と
な
す
も
の
で
、

誠
と
太

極
は
異
名
に
し
て
同
實
で
あ
る
。

か
く
本
膿
と
し
て
の
太
極
は
ま
た
誠
で
も
あ
る
が
、

誠
は
純
粋

至
善
な
る
も
の
に
し
て
誠
無
爲

(灘

墾

な
る
も
の
と
な
し
て

い
る
。

繁

無
爲
で
あ
り
無
事

(同
上
、
誠

中
第
二

)
で
あ
る
と
す
る
締

學
に
所
謂
心
既
無
爲
(傳
心
法
要

宛
陵
録

)
或
は
本
來
無
事

(墾

に
他
な

ら
な
い
。

無
爲
と
は
諸
法
の
眞
實
禮

で
あ

つ
て
因
縁
の
爲
作
造
佛

を
離
れ
生
住
異
滅
の
四
相
を
有
し
な
い
も
の
で
、

浬
漿

・
法
性

・

實
相
等
は
無
爲
の
異
名
で
あ
る
。

こ
れ
に
封
し
て
有
爲
と
は
因
縁

に
依

つ
て
作
爲
さ
れ
る
諸
現
象
を
構
す
る
の
で
、

必
ず
生
住
異
滅

の
相
を
具
す
る
も
の
で
あ
る
。

周
子
の
所
謂
無
爲
も
生
滅
攣
化
な

き
常
恒
不
易
の
實
禮
本
然
の
姿
で
、

誠
無
爲
は
眞
如
無
爲
で
も
あ

る
。
太
極
は
萬
有
の
本
鵬
で
萬
有
を

一
貫
し

て
主
宰
と
な
り
、

萬

有
は
太
極
を
根
源
と
し
て
こ
れ
に
依
存
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

こ

の
萬
物
の
中
に

一
太
極
が
宿
在
せ
ざ
る
は
な

い
。
師
ち
通
書
に

二
氣
五
行
化
=
生
萬
特

一、

五
殊

二
實
、

二
本
則

一
、

是
萬
爲
レ

一
、

一
實
萬
分
、
萬

一
各
正
、
小
大
有
レ定
。

(理
性
命
第
二
二
)

と
記
し
、

朱
註
に
故
萬
物
之
中
各
有
ご
一
太
極
一
と
あ
る
に
徴
し

て
、

太
極
は
萬
有
の
唯

一
的
根
源
に
し
て
物
物

一
太
極
の
存
す
る

こ
と
が
知
ら
れ
る
。

物
物

一
太
極
の
思
想
は
輝
學
に
於
い
て
も
説

く
所
で
、

こ
れ
に
つ
い
て
は
現
象
論
に
於
い
て
鰯
れ
る
こ
と
＼
す

る
。

そ
の
所
謂
是
萬
爲
L

、

一
實
萬
分
は

程
朱
の
所
謂
理

一
分

殊
の
所
で
も
あ
ろ
う
が
、

こ
れ
は
輝
學
に
所
謂

一
印

一
切
、

一
切
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印

一
或

は

一
眞

一
切

眞

で
あ

つ
て
、

更

に
中

峯

明

本

が

信

心

銘

義

解

に
於

い

て

一
是

一
切

之

一
、

一
切

是

一
之

一
切

と
解

し

て

い

る

所

で
あ

る
。

尚

、

六
祀

が

自

性

と
萬

法

と

の
關

係

に

つ
い

て

於

二
自

性

中

一
、

萬

法

皆

現

。

(
六
禮
壇
経
、

繊
悔
第
六
)

須

γ
知

下
一
切

萬

法

皆

從

=
自
性

一起

用

上
。

(
同
上
、

頓
漸
第

八
)

一
切

萬

法

不

レ
離

=
自

性

一。

.

(
同
上
、

行
由
第

一
)

と

説

く

の
と

異

な

ら

な

い
。

太

極

な

る
本
腱

と

現

象

と

の
相

師
的

關

係

は

、

暉
學

に

於

け

る
自

性

が
萬

法

の
根

源

を

な

す

と
共

に
萬

法

が

自

性

を

本

と

し

て
生
成

開

展

し

萬

法

一
眞

如

あ
り

と

す

る
本

髄

印

現

象
、

現

象

印

本
艦

の
相

關
性

と

趣

を

同

じ
く

す

る
も

の

と

謂

え

る
。

綴

の
語
は
老
子
(働
韓

蔚
肇

」

及
び
荘
子
(鍬
蘇

肇

繋

盤
鍵

一、
)
に
出
で
、
太
極
の
語
は
易
(韓
謹

蓮

極
じ

及

び
荘
子

(大
宗
師
、
在
二

太
極
之
先
一
)
に
出
て
い
る
か
ら
し
て
、
無
極
而
太
極

の
語
は
蓋
し
易
と
老
荘
と
の
調
和
に
よ
る
も
の
と
謂
え
る
。

無
極

と
太
極
と
の
出
典
は
か
く
の
如
く
で
あ
る
が
、

無
極
而
太
極
の
典

檬

に
つ
い
て
見
る
に
、
朱
子
が

烹
謂
周
先
生
之
意
、
恐
學
者
錯
=認
太
極

一別
爲
=
一
物

一、
故
著
二

無
極
二
字
一以
明
r之
。

(朱
子
文
集
、
巻
三
六
)

と
、
周
子
の
創
説
で
あ
る
と
し
て
い
る
の
で
こ
れ
を

疑
う
も
の
で

は
な
い
が
、

然
し
こ
の
周
子
創
唱
説
に
封
し
て
そ
の
典
糠
が
佛
典

に
存
し
て
い
る
と
す
る
説
が
あ
る
。
印
ち
太
田
錦
城
の
読
に
し
て
、

無
極
而
太
極
則
出
干
唐
偲
杜
順
華
嚴
法
界
翻
。
(九
経
談
、
巻

一
)

無
極
而
太
極
ト
ア
ラ
ン
ニ
ハ
唐

ノ
杜
順
和
尚
華
嚴
法
界
観
ノ
語

ニ
シ
テ
茂
叔

ノ
龍
凍用

セ
ラ
レ
シ
ニ
定

ル
ベ
シ
。

(疑
問
録
上
)

と
あ
る
如
く
、

彼
は
無
極
而
太
極
が
唐
儒
杜
順
の
華
嚴
法
界
観
か

ら
出
で
た
る
も
の
と
し
て
い
る
。
杜
順

(難

響

灘

簾

鍾

離

講

橋

議

。る
.
)
に
は
議

法
界
観
門
の
置

鶴

馳
麓

)

は
あ
る
が
、
然
し
錦
城
の
所
謂
華
嚴
法
界
観
は
な
い
。
蓋
し
錦
城

が
故
意
に
門
の
字
を
省
略
し
た
も
の
か
、

或
は
氣
付
か
ず
に
記
し

た
も
の
か
に
つ
い
て
は
到
明
し
な
い
が
、

い
つ
れ
に
し
て
も
誤
り

で
あ
る
。

華
嚴
法
界
観
門
及
び
宗
密
の
注
華
嚴
法
界
観
門
に
徴
し

て
も
無
極
而
太
極
の
語
は
存
し
な
い
。

そ
れ
で
遠
藤
隆
吉
氏
は
支

那
思
想
嚢
達
史
に
於
い
て

按
ず
る
に
無
極
而
太
極
の
字
、

貝
原
盆
軒
太
田
錦
城
皆
其
の
佛

書
に
出
る
を
信
じ
華
嚴
法
界
観
門
に
出

つ
と
な
す
。

誤
れ
り
。

法
界
観
門
此
語
な
き
な
り
。

(四
四
八
頁
)

と
記
し
て
い
る
所
以
で
あ
る
。

然
し
こ
れ
に
封
し
て
大
江
文
城
氏

は
程
朱
哲
學
史
論
に
於
い
て

無
極
而
太
極
の
字
は
唐
櫓
杜
順
が
華
嚴
法
界
観
に
出
つ
る
に
よ

れ
ば

な
り
。
(三
四
頁
)

と
、
無
極
而
太
極
の
法
界
観
出
典
読
を
信
じ
て
い
る
。
文
城
の
説

は
錦
城
説
に
豫

つ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
が
、

然
し

錦
城
は
何
を
典
櫨
と
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
。

錦
城
説
に
し
て
も
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文
城
説
に
し
て
も
共

に
根
檬
の
存
し
な
い
虚
説
と
す
べ
き
で
、

法

界
観
門

で
あ
る
と
し
て
も
無
極
而
太
極
の
出
典
説
を

信
ず
る
こ
と

が

で
き
な
い
。
蓋
し
錦
城
は
空
谷
景
隆
の
尚
道
編
に
所
謂

繧

太
極
圖
説
、
無
極
之
眞
妙
合
而
凝
、
甦

魏

騨
綴

而

太
極
等
語
全
是
東
林
口
訣
。

(巻

下
)

の

製

難

騨

を
無
極
而
太
極
に
つ
い
て
の
読
明
と
誤
解
し
て
説

を
立
て
た
で
あ
ろ
う
と
も
考
え
ら
れ
る
。

無
極
而
太
極
の
語
は
景
隆
の
所
謂
無
極
而
太
極
等
語
全
是
東
林

口
訣
、
或
は

途
著
二太
極
圖
説
一、
語
語
出
γ自
一一東
林
口
訣

一。

(居
士
分
燈
録
、
周
子
條
)

周
子
廣
二東
林
之
語
軸、
而
爲
二太
極
圖
説
一。

(爾
直
編
、
巻
下
)

に
徴
し
て
、

蓋
し

周
子
が

主
と
し
て
東
林
常
総
の
啓
麺
指
導
に

依

つ
て
、

そ
れ
に
易
及
び
老
荘
の
語
を
加
味
し
て
創
唱
し
た
も
の

で
あ
ろ
う
。

要
す
る
に
無
極
而
太
極
の
語
の
佛
書
に
よ
る
読
は
根

擦
が
存
し
な
い
け
れ
ど
も
、

無
極
而
太
極
が
東
林
そ
れ
に
黄
龍

・

佛
印
等
の
影
響
に
よ
る
こ
と
を
看
過
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
あ

ろ
う
。

周
子
は
儒

・
道

・
暉
三
教
を
調
和
し
て
無
極
而
太
極
を
創

説
し
た
も
の
と
謂
え
る
。

そ
れ
で
無
極
而
太
極
が
老
易
か
ら
な
る

に
し
て
も
、

周
子
を
し
て
此
の
調
和
を
な
さ
し
め
た
の
は
輝
と
の

交
渉
に
よ
る
も
の
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

弦
を
以
て
常
盤
大
定
氏

の
所
謂

此
調
和
を
敢
て
せ
し
め
た
る
は
恐
ら
く

輝
者
と
の
交
渉
が
與
り

て
力
あ
る
べ
し
。

(支
那
に
於
け
る
佛
教
と
儒
教
道
教
、
二
〇
九
頁
)

此
の
老
荘
と
易
と
の
調
和
は
暉
の
媒
介

に
よ
れ
る
を
以
て
、

云

云
Q

(同

上
、
二
一
一
頁
)

に
依

つ
て
も
窺
わ
れ
る
。

此
の
引
用
句
の
後
に
績

い
て
大
定
氏
は

次
の
如
く
述
べ
て
い
る
。

然
ら
ば
暉
者
と
の
交
渉
に
於
て
如
何
な
る
所
に

そ
の
暗
示
を
得

た
り
や
。

怒
ら
く
は
唐
の
宗
密
の
原
人
論
を
通
し
て
起
信
論
に

接
せ
る
が
爲
な
ら
ん
か
。

(同

上
)

こ
れ
に
依
る
と
大
定
氏
は
周
子
を
し
て
無
極
而
太
極
の
老
易
的
調

和
を
な
さ
し
め
た
の
は
、

彼
が
宗
密
の
原
人
論
に
依

つ
て
大
乗
起

信
論

の
思
想
に
燭
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る
。

太
極
圖
読

と
宗
密
の
原
人
論
と
が
思
想
的
に
相
通
じ
て
い
る
鮎
の
存
す
る
こ

と
は
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、

然
し
周
子
が
原
人
論
を
閲
讃

し
た
か
否
か
に
つ
い
て
は
疑
を
い
だ
く
。

宗
密
は
華
嚴
宗
第
四
租

澄
観
に
つ
い
て
華
・嚴
を
學
び
、

繹
は
六
租
の
弟
子
荷
澤
紳
會
の
法

系
に
當
る
逐
州
道
圓
に
つ
い
て
修
め
、

途

に
暉
教

一
致
を
唱
え
、

華
嚴
及
び
暉
以
外

に
圓
覧

・
浬
盤

・
金
剛

の
諸
経
、

唯
識

・
起
信

の
諸
論

に
も
通
じ
た
。
彼
紬

源
諸
詮
集
暮

(都
序
四
雀

の
み
現
存
)
の
ほ

か

起
信
論
に

つ
い
て
は
起
信
論
疏
五
巻
を

著
わ
し
て

い
る
か
ら

起
信
論

の
思
想
も

深
く
究
め

た

と
謂
う

べ
き
で
、
こ
の
起
信
思

想
は
華
嚴
思
想
と
共
に

原
人
論
に
能
く

現
わ
さ
れ
て
い
る
。

鳳
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人
論

は
起
信
論
及
び

華
嚴
経
の
思
想
的
立
場

か
ら
し
て
、

人
間

的
存
在

と
は
如
何
な
る
も
の
で

あ
る
か
の
課
題
を

解
明
し
よ
う

と

企
圖
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
で

原
人
論
に
は

起
信
論
の
思

想

が

存
す
る
こ
と
は

明
か
で
あ
る
。

大
定
氏
は
周
子
が

原
人
論

を
讃
調
し
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
を
前
提
と
し
て
、

原
人
論
に

於

け
る
起
信
論
の
思
想
に
接
し
た

で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る
が
、
圖

説

の
思
想
殊
に
本
艦
論
の
無
極
而
太
極
説
と

起
信
論
の

一
心

・
二

門

・
三
大
の
思
想
と
は
相
通
じ
て
い
る
こ
と
は
認
め
る
が
、

周
子

が
原
人
論
を
讃
請
し
た
で
あ
ろ
う
と
い
う

推
定
は
首
肯
し
難
い
と

思
わ
れ
る
。

大
定
氏
は
周
子
が
老
易
思
想
に
依

つ
て
無
極
而
太
極

を
調
和
せ
し
め
た
の
は
、
主
と
し
て
宗
密

(蘇
人
)
の
影
響
で
あ
ろ

う

と
し
て
い
る
が
、

然
し
既
掲
の
途
著
二太
極
圖
読
一、

語
語
出
レ

自
二東
林
口
訣
一。

或
は
周
子
廣
二
東
林
之
語

一、
而
爲
=
太
極
圖
説
一

に
徴
し
て
、
東
林
常
総
と
の
關
係
が
深
い
か
ら
し
て
、

そ
の
調
和

を
な
さ
し
め
た
輝
者
は
宗
密
と
す
る
よ
り
も

東
林
で
あ
る
と
す
べ

き
で
あ
る
。
大
定
氏
は
支
那
に
於
け
る
佛
教
と
儒
教
道
教
、

二
〇

五
頁
、
東
林
常
総
條
に
於
い
て
儒
佛
合
論
に
所
謂

「
総
公
よ
り
理

事

二
法
界
丼
に
理
事
の
交
渉
ど
太
極
無
極
の
關
係
と
を
結
縁
せ
ら

れ
た
り
」
を
引
載
し
て
い
る
だ
け
で
、

無
極
而
太
極
と
東
林
と
の

關

係
に
つ
い
て
は
何
等
自
読
を
彊
調
し
て
い
な
い
か
ら
し
て
、

東

林

の
影
響
を
輕
視
し
て
宗
密
を
重
硯
す
る
も
の
と
謂
え
る
。

と
に

か
く
無
極
而
太
極
説
は
老
易
の
調
和
に
よ
る
に
し
て
も
、

繹
の
影

響
に
依
る
こ
と
を
無
覗
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
と
思
う
。

弦
を
以

て
大
定
氏
も
同
書
に
於
い
て

此
老
荘
と
易
と
の
調
和
は
繹
の
媒
介
に
よ
れ
る
を
以
て
輝
の
及

せ
る
影
響
を
先
づ
大
に
注
目
す
る
の
要
あ
る
を
見
る
な
り
。

(
二
=

頁
)

と
述
べ
て
い
る
所
以
で
あ
る
。

次

に
周
子
の
無
極
而
太
極
説
と
起
信
論

の
思
想
殊
に
そ
の

一
心

二
門
と
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
と
思
う
。

一
心
と
は
大
乗
佛
教
に
於

け
る
理
想
概
念
と
し
て
の
眞
如
を
謂
う
の
で
あ
つ
て
、

こ
の
眞
如

の
別
名
と
し
て
法
性

・
佛
性

・
無
相

・
實
相

・
如
來
藏
な
ど

を
墾

げ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

共
に
宇
宙
萬
有

に
遍
通
す
る
常
恒
不
易

の
紹
封
的
實
在
で
あ
り
心
の
本
禮
で
あ
る
。

こ
れ
は
思
想
概
念
の

企
及
し
得
ぎ
る
言
詮
不
關
底
の
眞
實
境
で
あ
る
が
、

唯
誰
性
の
者

の
み
膿
認
さ
れ
得
る
。

起
信
論
に
於
い
て
は

一
心

(眞如
)

邸
ち
如

來
藏
心
に
萬
有
め
實
腱
と
し
て
の
眞
如
の

當
相
と

そ
れ
が

萬
有

開
展
の
相
状
と
の
二
門
を
立
し
て
い
る
。

前
者
が
所
謂
心
眞
如
門

で
あ
り
後
者
が
所
謂
心
生
滅
門
で
あ
る
。

心
眞
如
門
と
は

一
心
の

本
膿
た
る
眞
如
面
の
こ
と
で
あ

つ
て
。

生
滅
.攣
化
す
る
所
の
萬
有

の
本
盟
と
し
て
の
不
生
不
滅
無
差
別
卒
等

の
眞
如
を
説
き
、

こ
れ

に
離
言
眞
如
と
依
言
眞
如
と
を
立
て
㌧
い
る
。

離
言
眞
如
と
は
亡

言
繕
慮
底
の
紹
封
的
本
禮
で
、
言
説
名
字

の
相
を
離
れ
、

生
滅
攣

異
あ
る
こ
と
な
き
眞
如
實
相
で
所
謂
理
在
紹
言
で
あ
る
。

依
言
眞
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如

と
は
離
言
眞
如
に
封
す
る
も
の
で
、
眞
如
の
實
相
は
言
詮
不
及

の
如
常
の
境
地
で
は
あ
る
が
、

假
り
に
言
慮
を
以
て
そ
の
輪
廓
を

現

わ
そ
う
と
す
る
眞
如
で
あ
る
。

心
眞
如
門

に
封
す
る
心
生
滅
門

と
は

一
心
眞
如
が
無
明
の
た
め
に
起
動
せ
ら
れ
て

生
滅
現
象
を
起

す
方
面
を
構
し
た
も
の
で
あ
る
。

前
者
は
心
の
本
農

に
名
づ
け
た

も

の
で
所
謂
道
心
に
當
り
如
來
藏
心
の
約
罷
紹
相
の
義
を
解
く
に

封
し
て
、

後
者
は
心
の
現
象
に
名
づ
け
た
も
の
で
所
謂
人
心
に
當

り
如
來
藏
心
の
随
縁
起
滅
の
義
を
明
か
す
も
の
で
あ
る
。

主
と
し
て
起
信
論
の
心
眞
如
門

に
つ
い
て
述
べ
た

の

で

あ

る

が
、

周
子
の
無
極
太
極
説
と
の
關
係
に
つ
い
て
そ
の
相
通
じ
て
い

る
鮎
を
窺
つ
て
み
た
い
。
既
述
し
た
る
が
如
く
、

無
極
と
は
普
く

宇
宙
に
遍
在
す
る
が
、

然
し
方
所
形
状
な
く
無
聲
無
臭
無
影
響
に

し

て
生
滅
増
減
な
き
紹
封
的
實
在
で
あ
つ
て
言
説
を
紹
し
念
慮
を

離

れ
た
る
超
時
空
的
存
在
で
あ
る
。

こ
の
無
極
は
眞
如
が
宇
宙
萬

有

に
遍
通
す
る
儒
妄
な
き
眞
實
如
如
の
實
膿
で
、

思
念
言
慮
の
及

ぼ
な
い
不
生
不
滅
の
卒
等
紹
封
の
當
相
で
あ
る
と

異
な
ら
な
い
も

の
で
心
眞
如
門
が
こ
れ
に
當
る
で
あ
ろ
う
。

太
極
と
は
無
極
が
生

滅
攣
轄
す
る
萬
有

の
根
源
を
な
す
所
か
ら
構
謂
し
た
も
の
で
、

静

止
的
で
な
く
活
動
的
で
所
謂
造
化
の
根
抵
で
あ
る
。

こ
れ
は
眞
如

が
無
明
煩
簡
の
縁

に
随
つ
て
差
別
的
現
象
を
起
す
方
面
を
読
く
所

の
心
生
滅
門

に
相
當
す
る
と
思
う
。

起
信
論
思
想
に
立
脚
す
る
宗

密

の
原
人
論
は
生
滅
門
に
属
す
る
所
の
阿
頼
耶
識

(含
藏
識

)
を
不
生

不
滅

の
如
來
藏
に
蹄
せ
し
め
て
い
る
が
、

こ
れ
は
無
極
を
以
て
太

極
の
根
源
性
と
も
な
す
圖
読
に
所
謂
太
極
本
無
極
也
と

通
ず
る
も

の
と
見
ら
れ
る
。

そ
の
生
滅
攣
異
な
き
湛
然
寂
静
な
る
如
來
藏
は

無
極
に
當
り
、

生
滅
心
た
る
阿
頼
耶
識
は
太
極
に
當
る
と
思
わ
れ

る
。

か
く
の
如
く
無
極
太
極
の
關
係
は

一
心
二
門
の
そ
れ
と
似
て

い
る
と
す
べ
き
で
、

心
眞
如
門
に

於
け
る

離
言
眞
如
は

無
聲
臭

の
無
極
に
も
相
當
す
る
で
あ
ろ
う
。

離
言
眞
如
が
無
極
に
當
る
と

せ
ば
、

依
言
眞
如
は

太
極
る

當
る
で
あ
ろ
う
が
、

依
言
眞
如
の

空
而
不
空
は
無
極
而
太
極
の

關
係
と

見
ら
れ
る
で

あ
ろ
う
。

大

定
氏
は
周
子
が
宗
密
の
原
人
論
を
通
し
て
起
信
論
の

一
心
二
門
の

思

擢

接

し

た

で

あ
ろ

う

(
支
那
に
於

け
る
佛
教
と

儒
教
道
教

}
=

○
頁

)
と

し
、

筒

彼

は

同
書
に
於
い
て

一
た
び
之
に
燭
る
㌧
時
は
無
極
太
極
説

の
あ
ら
は
る
㌧
は
自
然

な
り
と
す
べ
し
。

(一=

一
頁
)

と
述
べ
て
、

無
極
太
極
説
が
起
信
論
に
於

け
る

一
心
二
門
の
思
想

的
影
響
に
よ
つ
て
出
で
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

無
極
而
太

極
読
が
起
信
思
想
と
同
通
し
て
い
る
所
を
以
て
し
て
、
周
子
(礫

説
)
が
起
信
思
想
の
影
響
を
受
け
た
と
す

る
こ
と
は
、

徴
す
べ
き

資
料
が
存
し
な
い
限
り
こ
れ
を
容
易
に
首
肯
す

る
こ
と
が
で
き
な

い
。以
上
周
子
の
本
艦
論
に
つ
い
て
述
べ
た
か
ら

次
に
彼
の
現
象
論

の
面
を
窺
う
こ
と
㌧
す
る
。
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周
子
は
宇
宙
萬
有
の
本
腱
を
形
容
し
て
無
極
而
太
極
と
稻
し
た

の
で
あ
る
が
、

此
の
超
経
験
的
な
根
源
的
實
膿

に
は
基
本
的
な
機

能
と
し
て
の
動
静

の
爾
面
が
存
し
て
い
る
。

實
艦
た
る
無
極
の
眞

印
ち
太
極
は
自
然

に
動

い
て
陽
を
生
じ
静
に
し
て
陰
を
生
ず
。

動

く
こ
と
極
ま
れ
ば
静
と
な
り
静
極
ま
れ
ば
ま
た
動
と
な
る
。

一
動

一
静
互
に
根
源
と
な
つ
て
無
限
に
循
環
す
る
。

動
の
前
は
静
に
し

て
静
の
前
は
動
で
あ
つ
て
無
始
無
終
互
に

因
と
な
り

果
と
な

つ

て
休
止
す
る
所
が
な
い
。

か
く
渾
然
た
る
太
極
に
陰
と
陽
と
の
別

を
生
ず
る
に
至
る
。

太
極
か
ら
し
て
陰
陽
雨
儀
が
成
立
す
る
過
程

を
圖
説
の
舅
頭
に
次
の
如
く
記
し
て
い
る
。

無
極
而
太
極
、
太
極
動
而
生
γ陽
、
動
極
而
静
、
静
而
生
レ陰
、

静
極
復
動
、

一
動

一
静
互
爲
=其
根
一、
分
7陰
分
レ陽
、

雨
儀
立

焉
。

太
極
に
於
け
る
動
静
爾
面
の
機
能
に
よ
つ
て
陰
陽
爾
儀
が
分
立
す

る
の
で
あ
る
が
、

い
ま
陽
が
攣
動
し
陰
が
こ
れ
に
妙
合
し
て
藪
に

水
火
木
金
土
の
五
行
を
生
ず
る
に
至
る
。

こ
れ
印
ち
五
氣
に
し
て

五
氣
が
そ
の
相
生
運
行
の
順
序
を
以
て
作
用
す
る
所

に
四
時

の
順

化
が
行
わ
れ
る
。
師
ち
圖
読
に

陽
攣

陰
合
而
生
二
水
火
木
金
土
一、

五
氣

順

布
、

四

時

行

焉
。

と
あ
る
。

五
行
を
外
に
し
て
陰
陽
が
存
す
る
の
で
は
な
く
、

陰
陽

を
離
れ
て
太
極
が
存
す
る
の
で
も
な
い
。

印
ち
五
行

一
陰
陽
、
陰

陽

一
太
奮

(圖読
)
或
は
五
行
鷹

陰
陽
太
極

(霧

一
禰
)

と
。

太
極

・
陰
陽

・
五
行
は
不
可
離
の
關
連
を
保

つ
て
い
る
。

陰
陽
は

一
太
極
な
る
を
以
て
、

陰
陽
二
氣
か
ら
生

じ
た
る
五
行
も
各
々
太

極
の
理
を
存
せ
ぎ
る
は
な
い
。

一
太
極

の
理
を
具
え
て
い
る
二
氣

五
行
か
ら
し
て
化
生
さ
れ
た
萬
物
も
こ
れ
ま
た

悉
く

一
太
極
を
宿

在
し
て
い
る
。

か
く
宇
宙
間
に
於
け
る
物
物
総
べ
て

一
太
極
を
存

し
な
い
も
の
は
な
い
と
す
る
萬
物

一
太
極

の
思
想
は
、

輝
學
に
於

け
る
萬
類
…悉
有
佛
性
読
で
あ
り

一
切
帥

一
の
思
想
で
あ
つ
て
、

萬
類
之
中
箇
箇
是
佛
。

(傳
心
法
要
、
宛
陵
録
)

下
至
二蚕
動
含
蟹
一、
皆
有
二佛
性

一、
同

一
心
性
。

(同

上
)

物
物
皆
有
=自
性
一。

(六
租
壇
経
、
頓
漸
第
八
)

の
暉
思
想
に
相
當
す
る
も
の
と
謂
え
る
。

六
租
は
實
農
た
る
自
性

の
概
念
を
以
て
萬
物

に
同
在
す
る
も
の
と
し
て
い
る
。

周
子
の
所

謂

昔

本

不

・
迷

、

今

不

信

、

云
云

。

(佛
法
金
湯
編
巻

一
二

居
士
分
燈
録
下

)
の
偶

に

和
し
た
佛
印
了
元
の
所
謂
大
道
膿
寛
無
F
不
r在
、

何
拘
三動
植
與
二

輩
潜

、
云
云
。

(羅

金
)
或
は
周
子
の
所
謂
参
則
不
蕪

、

塁

見

以
荷

爲
・道
。

(佛
法
金
湯
編

居
士
分
燈
録
)
鋳

し
て
答
え
た
る

了
元
の
所
謂

渦
目
青
山

一
二任
看
一
(同
上
)
も
道
の
遍
在
性
を
述
べ

た
も

の
に

他
な
ら
な
い
。

萬
物
皆

一
太
極
の
理
を
存
す
る
以
上
、

物
物
そ
の
本
質
が
無
差

別
卒
等
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

師
ち
圖
読
に
五
行
之
生
也
、
各

一
二其
性
一と
。

こ
れ
は
暉
學
に
於
い
て
も
次
の
如
く
説
く
所

で
あ
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る
。此
本
源
清
漂
心
、

與
二衆
生
諸
佛
、

世
界
山
河
、
有
相
無
相
、

一偏
十
方
界
一、
一
切
爪丁等
、
鉦
{=彼
我
相
一、
(傳
心
法
要
、
鐘
陵
録
)

六
租
に
於
い
て
は
自
性
を
本
と
し
て
萬
類
の
同

一
性
を
詮
く
の
で

あ
る
が
、

宗
密
は
原
人
論

に
於
い
て
萬
物
與
レ人
皆
氣
爲
レ本
と
、

萬
物
の
根
源
と
し
て
の
混
沌

の

一
氣
を
以
て

そ
の
卒
等
性
を
説
い

て
い
る
。
物
物
そ
の
本
質

に
於
い
て
は
李
等
な
る
を
以
て
、

太
極

か
ら
す
る
な
ら
ば
萬
物
は

一
禮
と
な
る
。

こ
れ
は
暉
林
の
萬
有

一

禮
の
思
想
と
比
す
べ
き
で
、

眞
如
或
は
自
性
の
當
罷
か
ら
す
れ
ば

萬
法

一
如
で
あ
り

一
印

一
切
の
所
で
あ
つ
て
、

六
祀
は
次
の
如
く

説
い
て
い
る
。

令
L

切
衆
生
、

一
切
草
木
、
有
情
無
情
、
悉
皆
蒙
レ潤
、

百
川

衆
流
、
卸
入
=
大
海
一爲
申
一
農
上。

(六
租
壇
経
、
般
若
第
二
)

周
子
は
萬
物
獲
生
論
に
つ
い
て
圖
説
或
は
通
書
に

無
極
之
眞
、

二
五
之
精
、
妙
合
而
凝
、
乾
道
成
レ男
、
坤
道
成
7

女
、
二
氣
交
感
化
一一生
萬
物
一、
萬
物
生
生
而
攣
化
無
窮
焉
。

(圖

説
)

四
時
運
行
、
萬
物
終
始
、
混
分
開
分
、
其
無
窮
　
。

(涌
燭霊日、
動
静
第

一
山ハ)

二
氣
五
行
化
二生
萬
物
一。

と
。
こ
れ
に
依

つ
て
見
る
に
、

實
艦
と
し
て
の
無
極
の
眞
師
ち
太

極
こ
れ
は
無
妄
の
理
で
あ
る
が
、

こ
れ
と
二
五
の
精
印
ち
二
氣
五

行
と
の
理
氣
二
元
は
互
に
感
通
妙
合
し
て
凝
聚
し
、

そ
の
陽

に
し

て
健
な
る
も
の
は
男
性
的
素
質
を
な
し
、

陰
に
し
て
順
な
る
も
の

は
女
性
的
素
質
を
な
す
。

か
く
五
行
の
氣
が
無
極
の
理
と
妙
合
し

て
男
女
を
生
じ
、

更
に
男
女
の
爾
性
が
互

に
交
感
す
る
こ
と
に
依

つ
て
藪
に
萬
物
が
化
生
さ
れ
る
。
尚
、
通
書
に
は

天
以
γ陽
生
=
萬
物
一、
以
レ陰
成
=萬
物

一。

(順
化
第

=

)

と
。
そ
の
萬
物
を
生
ず

る
の
は
陽

で
あ
り
、

萬
物
を
成
す
る
の
は

陰
で
あ
る
と
し
て
萬
物
の
生
成
を
以
て
陽

陰
に
脇
し
て
い
る
。

萬

物
は
無
限
に
生
成
攣
化
し
終
始
循
環
し
て
止
息
す
る
所
が
な
い
。

萬
物
は
二
氣
五
行
か
ら
化
生
さ
れ
た
に
し

て
も
、

根
源
に
遡
れ
ば

総

べ
て
唯

一
紹
樹
的
存
在
と
し
て
の
太
極
か
ら
し
て
生
じ
た
も
の

で
あ
る
こ
と
は
、

自
性
或
は
法
性
が
萬
法
萬
類
を
具
現
す
る
所
と

一
般

で
あ
る
。
'六
租
は

、
苗
園法
從
二自
性
一生
Q

(六
租
壇
経
、
戯
悔
第
六
)

於
=自
性
中
一萬
法
皆
現
。

(同

上
)

と
述
べ
て
萬
有
開
展

の
根
源
を
自
性

に
基
礎
づ
け
て
い
る
。

更
に
周
子
の
現
象
論
と
起
信
論
並
に
宗
密
の
思
想
と
に
つ
い
て

そ
の
關
係
を
窺
つ
て
み
よ
う
。

起
信
論
に
於
け
る

一
心
二
門
中

の
心
眞
如
門
と
は
既
述
の
如
く

萬
有
の
本
罷
と
し
て
の
不
生
滅

の
眞
如
の
當
艘
面
を
稻
す
る
も
の

で
、
こ
れ
に
封
す
る
も
の
が
心
生
滅
門
で
あ
る
。

こ
れ
は
眞
如
が

無
明
に
よ
つ
て
生
滅
現
象
を
起
動
す
る
方
面
、

邸
ち
眞
如
の
随
縁
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起
滅
の
義
を
解
明
す
る
も
の
で
、

眞
如
の
萬
有
展
開
の
相
状
門
で

あ
る
。

臨
濟
及
び
六
租
は
心
生
滅
に
依

つ
て
萬
法
の
起
滅
あ
る
こ

と
を
次
の
如
く
述

べ
て
い
る
。

心
生
種
種
法
生
、
心
滅
種
種
法
滅
。
(臨

濟

録

⊥ハ
¶凪
楠但経
、
付
囑
第

一
〇
)

心
生
滅
門
と
は
起
信
論

に

心
生
滅
者
依
一一如
來
藏
'故
有
二生
滅
心
一、

所
謂
不
生
不
滅
與
二

生
滅
一和
合
非
レ
一
非
γ異
、
名
爲
=阿
梨
耶
識

一。

と
阿
頼
耶
識
を
指
し
て
構
謂
し
た
も
の
で
、

こ
れ
を
恒
存
不
易
な

る
所
か
ら
無
波
識
と
構
さ
れ
、

或
は

一
切
を
含
藏
す
る
所
か
ら
藏

識
と
も
謂
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
阿
頼
耶
識

に
は
覧
と
不
覧
と
の
雨

義
が
あ
る
。

覧
と
は
生
滅
心
た
る
阿
頼
耶
識
の
本
農
師
ち
眞
如
を

指
す
の
で
、

離
念
不
可
得
の
實
艦
界

で
あ
り
眞
如

一
實

の
理
艦

で

あ
る
。

こ
の
不
生
滅
の
眞
心
た
る
覧
に
封
す
る
も
の
が
不
覧
で
あ

つ
て
生
滅
の
妄
心
で
あ
る
。

こ
の
不
魔
に
依

つ
て
三
種
相
印
ち
三

細

を
生
じ
更
に
六
鹿

へ
と
開
展
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

不
覧
相

と
し
て
の
三
細
か
ら
六
鹿

へ
と
開
展
す
る
の
は
心
生
滅
門
で
あ
る

阿
頼
耶
識
の
動
揺
に
檬
る
も
の
で
あ
る
。

周
子
の
現
象
論
に
於
け

る
太
極
か
ら
し
て
二
氣
五
行
を
生
成
開
展
す
る
こ
と
は
、

起
信
論

に
於
け
る
阿
頼
耶
識
か
ら
し
て
三
細
六
鹿

へ
と
開
展
す
る
の
と
比

す

べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

萬
有
生
成
の
開
展
に
つ
い
て
宗
密
が
述

べ
て
い
る
所
を
見
る
に
、
原
人
論

に

遠

則

混

沌

一
氣

、

剖

爲

=
陰

陽

之

二

一、

二
生

=
天

地

人

三

一、

三

生

=
萬

物

一。

(
論

序
)

展

轄

攣

起

乃

至

天

地

。

(
會
通
本
未
第
四
)

と
あ

る
。

こ
の
宗

密

の
萬

有

生
成

の
思

想

は

老

子

の
所

謂

道

生

γ

一
、

互

三

、

二
生
γ
三
、
三
生

禽

物

二

講

+
)
鋲

つ
た
も

の
で
あ
ろ
う
。

宗
密
に
於
け
る
混
沌
の

一
氣
と
は
印
ち
阿
頼
耶
識

を
指
す
の
で
、
こ
れ
が
萬
物
生
成
の
根
源

で
あ
る
。

周
子
の
所
謂

太
極
が
二
氣
五
行

へ
と
展
開
し
途
に
萬
物
を

化
生
す
る
こ
と
は
、

宇
宙
現
象
の
根
源
と
し
て
の
混
沌
の

一
氣
印
ち

唯

一
眞
蟹
性
が
二

氣
三
才
に
分
れ
、

更
に
氣
才
を
経
て
萬
物
を
生
成
す
る
と
す
る
宗

密
の
現
象
開
展
説
に
も
契
當
す
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
宗
密
の
宇
宙

開
展
の
思
想
形
式
は
老
子
の
思
想
に
よ
る
も
の
と
は
謂
え
、

次
序

を
以
て
よ
く
現
象
論
を
説

い
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、

起
信
論
の

思
想
よ
り
も
遙
か
に
周
子
の
宇
宙
論
に
近
接
す
る
所
が
あ
る
。

そ

れ
で
本
艦
論

に
於
い
て
太
極
圖
読
と
宗
密

の
原
人
論
と
が

思
想
的

.
に
同
通
す
る
所
が
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
と
述
べ
て
お
い
た

の
で
あ
る
が
、

更
に
そ
の
感
を
深
く
す
る
も
の
と
謂
え
る
で
あ
ろ

う
。
大
定
氏
は

周
子
を
し
て
起
信
論
の

一
心
二
門
に
接

せ
し
め
た
る

一
層
直
接

の
因
縁
は
恐
ら
く
は
宗
密
の
原
人
論
な
ら
ん
か
。

(支
那
に
於
け
る
佛
教
と
儒
教
道
教
一=

○
頁
)

と
記
し
て
、

周
子
の
起
信
思
想
に
封
す
る
頂
接
的
動
機
が
原
人
論
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で
あ
ろ
う
と
推
定
し
て
い
る
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
は
大
定
説
と
異

に
す
る
も
の
で
は
な
い
。

周
子
が
起
信
論
及
び
原
人
論
の
思
想
的

影
響
を
受
け
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
黙
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
否

定

す
る
も
の
で
は
な
い
が
、

然
し
こ
れ
に
關
す
る
資
料
が
存
し
な

い
限
り
確
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

二

 

萬
物
は
悉
く
二
五
の
精
を
経
て
太
極
の
嚢
現
感
通
に
よ
つ
て
化

生
さ
れ
た
も
の
で
、

人
も
物
も
そ
の
本
質
に
於
い
て
同

一
の
性
で

は
あ
る
が
、
然
し
圖
読
に
所
謂
惟
人
也
得
二其
秀
一而
最
藪
に
よ
り
、

人

は
萬
物
に
比
し
て
最
も
秀
璽
な
る
も
の
で
あ
つ
て
、
粗

な
る
も

の
が
物
で
あ
る
。

こ
の
人
間
最
璽
の
思
想
は
そ
の
源
を
求
め
る
に

禮
記
に
あ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
宗
密
の
原
人
論
に
も
窺
う
こ
と
が

で
き
る
。

萬
蜜
蚕
蚕
皆
有
二其
本

噛、

萬
物
藝
藝
各
蹄
=
其
根

一、
未
レ
有
下

無
二根
本
一而
有
=枝
末
一
者
上
也
、

況
三
才
中
之
最
壷
而
無
二
本

源
一乎
。

(原
人
論
序
)

三
才
中
唯
人
簸
者
、
由
下
與
三
心
紳
一合
上
也
。

(會
通
本
未
第
四
)

と
あ
る
。

宗
密
も
天
地
の
間
に
於
い
て
秀
塞
な
る
も
の
は
人
聞
で

あ
る
と
し
て
い
る
。
毛
西
河
は
そ
の
太
極
圖
説
遺
議
に
於
い
て
、

若
三人
爲
=最
璽

一則
圖
説
直
用
=
其
語
一。

と
記
し
て
、
周
子
が
圖
説
に
原
人
論
の
最
塞
説
を
採
用
し
た
と
し

て
い
る
が
、

こ
れ
は
宗
密
の
思
想
の
影
響

を
暗
示
し
て
い
る
様
で

あ
る
。

周
子
が
宗
密
思
想
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

は
こ
れ
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、

毛
西
河
の
謂
う
如
く
周

子
が
宗
密
原
人
論
の
語
を
用
い
た
と
速
断
す
る
こ
と
は

で
き
な
い

と
思
わ
れ
る
。
尚
、
荻
原
鑛
氏
が
そ
の
周
選

の
墓

(五
〇
四
頁
)
に

於
い
て
、
原
人
論
の
所
説
を
以
て
圖
読
の

一
基
礎
と
見
ら
れ
る
が
、

然
し
唯

一
の
基
礎
と
は
思
わ
れ
な
い
と
し
て
い
る
こ
と
は
論
を
侯

た
な
い
所
で
あ
る
。

藪
に
宗
密
の
佛
儒
二
教
の
調
和
類
同
説
を
窺

つ
て
み
る
に
、

原

人
論

に
於
い
て

天
竺
世
敏
儀
式
難
レ
殊
、
懲
『悪
勘
レ善
無
レ別
、

亦
不
レ離
二仁
義

等
五
常

一、
(中略
)、
令
γ持
=
五
戒
一、

不
殺
是
仁
、

不
盗
是
義
、

不
邪
淫
是
禮
、
不
妄
語
是
信
、
不
レ飲
=
轍
酒
肉
一、
神
氣
清
潔
、

盆
=
於
智

一也
。

(斥
偏
淺
第
二
)

と
あ
る
。

か
く
の
如
く
彼
は
佛
教

の
五
戒

は
萬
類
の
璽
長
た
る
人

間

の
履
修
す
べ
き
五
常
と
異
な
る
も
の
で
な
い
と
し
て
、
不
殺
生
・

不
楡
盗

・
不
邪
淫

・
不
妄
語

・
不
飲
酒
の
五
戒
を

そ
れ
ぞ
れ
仁
義

禮
信
智
の
五
常
に
配
し
て
い
る
。

宗
密
は
か
く
五
戒
を
五
常
に
配

し
た
が
、
更
に
五
常
を
元
亨
利
貞
に
配
し
、

尚
五
行
を
元
亨
利
貞

に
も
配
し
て

元
者
是
仁
、
亨
者
是
禮
、
利
者
是
義
、
貞
者
是
信
、,
四
徳
総
名

爲
智

、
如
二上
所
フ配
、
賢

=
五
當

、
則
撮
=濤

審

、
(中略
)
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元

木

亨

火

利

金

貞

水

也

、

土

王

=
四
時

一。

(圓
畳
経
略
疏
鋤
巻

一
、
績
藏
経
第

一
輯
第

一
五
套
所
牧
)

と
述

べ

て

い

る

。

周

子

が

通

書

に
元

亨

誠

之

通

、

利

貞

誠

之

復

(攣

と
、
誠
の
通
復
を
以
て
易
の
乾
徳
で
あ
る
元
亨
と
利
貞
と

に
配

し
た
が
、

宗
密
は
こ
の
元
亨
利
貞
の
乾
の
四
徳
を
常
樂
我
深

の
佛

の
四
徳
に
配
し
て
乾
佛
を
類
同
せ
し
め
以
て
佛
儒
の
調
和
鯖

一
を
企
て
よ
う
と
し
た
。

即
ち
宗
密
は
乾
佛
そ
の
本
艦
が
類
同
し

て
い
る
と
し
て

乾
是
総
名
、
元
等
是
別
、

別
徳
之
外
、

無
二別
,乾
膿
一、

佛
與
=

四
徳
、
例
此
亦
然
。

以
三
兀
亨
利
貞
一、

喩
=常
樂
我
深
者

一、

然
乾
陽
功
用
錐
三
廣
多

無
畔
利
=天
下
萬
物
一、
實
燈
之
徳
唯
此
四
、

故
且
ハ二
五
常
一故
、

具
二
五
行

一故
、
具
=
四
時

一故
、
佛
徳
亦
爾
、

錐
=無
量
無
邊
一、

實
艦
之
徳
亦
唯
有
レ四
。

(同

上
)

と
、

更
に
彼
は
乾
の
陽
腱
と
佛
の
寛
禮
と
は
動
用
不
息
な
る
こ
と

に
於

い
て
類
似
し
て
い
る
と
し
て
次
の
如
く
述

べ
て
い
る
。

乾
既
是
敷
用
不
息
之
義
、

是
陽
氣
之
精
粋
、

不
レ同
二
陰
艦
凝

静

一、
亦
如
二佛
是
覧
者
、
是
菩
提
之
智
、

不
レ同
二浬
葉
凝
寂
之

膿

一。

(同

上
)

か
く
彼
は
艦
用
爾
面
に
於

い
て
乾
佛
が

類
同
し
て
い
る
こ
と
を
指

摘
し

て
い
る
。

本
來
秀
璽
な
る
本
性
は
純
緯
至
善
な
る
も

の
で
、

周
子
は
こ
れ

を
誠
と
構
し
て
い
る
。
印
ち
通
書
に

誠
者
聖
人
之
本
、
大
哉
乾
元
、
萬
物
資
始
、
誠
之
源
也
、

乾
道

攣
化
、
各
正
二性
命
二、
誠
斯
立
焉
、
純
梓
至
善
者
也
。

(誠
上
、
第

一
)

と
。

こ
れ
は
善
悪
の
相
封
を
縄
し
た
る
朱
子

の
所
謂
實
理
の
本
然

に
し
て
不
善
の
雑
な
き

(通
書
解

)
も
の
で
、
輝
林
に
於
け
る
塞

不

昧

・
常
糧

の
所
に
し
て
、
蘂

の
傳
心
法
要

(饗

に
所
謂
本

源
嬉

心
で
あ
り
麗

性
で
あ
り
、
六
租
の
壇
経

(行
由
第

一)
に
所
謂

自
性
本
自
清
深
で
あ
り
佛
性
非
善
非
不
善
で
あ

つ
て
、
、誠
が
六
祀

に
於
け
る
無
善
無
悪
の
自
性
或
は
實
性
の
當
艦
に
他
な
ら
な
い
で

あ
ろ
う
。

不
善
之
動
妄
也
、
妄
復
則
無
γ妄
　
、
無
〆
妄
則
誠
　
。

(通
書
、
家
人
揆
復
無
妄
第
三
二
)

に
依
れ
ぼ
善
誠
を
解
し
て
無
妄
と
な
し
て
い
る
。

印
ち
本
性
の
誠

に
復
り
邪
動
の
存
し
な
い
こ
と
を
無
妄
と
稽

し
た
の
で
あ
る
。

そ

れ
で
通
書
に
誠
を
以
て
寂
然
不
動
者
誠
也

(聖
第
四

.)
或
は
彊

爲

墾

徳
)
或
は

(
誠
五
常
之
本
、
百
行
之
源
、
静
無
而
動
有
、
至
正
而
明
達
也
。

(誠
下
第
二
)

と
な
し
て
い
る
が
、
寂
然
不
動

・
無
爲

・
静
無
は
誠
の
属
性
と
す

べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
所
謂
静
無
而
動
有
、

至
正
而
明
達
也
で
あ

る
が
、

朱
註
に
依
れ
ば
静
無
は
誠
の
未
護
的

・
潜
在
的
な
面
を
、
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動
有

は
そ
の
既
登
的

・
顯
在
的
な
面
を
そ
れ
ぞ
れ

現
わ
し
た
も
の

で
、
静
無
な
れ
ば
至
正
で
あ
り
動
有
な
れ
ば
明
達
で
あ
る
。

更
に

誠
則
無
妻

(通
書
、
誠

下
第
二

)
と
本
腱
至
善
の
壱

な
る
孟

{事
と
構

し
て
い
る
。

か
く
誠
を
以
て
無
爲
と
な
し
無
妄
と
な
し
無
事
と
な

鰍憲
緯

は灘
難

懸

登

聾

一
般

で
あ
る
。

暉
門
に
所
謂
無
事

・
無
妄

・
無
爲
は
周
子
の
そ
れ

と
同
じ
く
生
滅
攣
異
な
き
恒
存
の
眞
實
相
を
表
詮
し
た

も
の
で
あ

ω

る
。
誠
無
爲
は
無
善
無
悪
の
純
梓
至
善
な
る
當
相
で
あ
る
が
、

心

が
議
動
し
て
意
念
と
な
る
時
弦
に
始
め
て
善
悪
が
現
わ
れ
る
。

こ

の
意
念
護
動
の
微
慮
に
善
悪
が
生
ず

る

こ

と

を
通
書
に
幾
善
悪

(誠
幾
徳

第
三

)
と
轡

て
い
る
。

幾
と
は
微
幽
微
動
に
し
て
不
可
知
不

可
見

の
所
で
あ
る
か
ら
し
て
幾
微
故
幽

(通
書
、

聖
第
四
)
と
あ
る
質

で

あ
る
。
誠
と
幾
と
を
相
封
せ
し
め
て
誠
の
此
に
動
く
に
饗
し
て
幾

の
彼
に
動
く
こ
と
を
読
い
て
幾
動
二
於
彼
誠

動
=
於
此
二

朧

ガ
)

と
。
所
謂
此
と
は
内
的
な
心
に
し
て
、

所
謂
彼
と
は
外
的
な
物
で

あ
る
。

外
物
に
接
し
て
嚢
動
す
る
端
的
微
動
の
動
を
幾
と
構
し
た

の
で
、

幾
動
は
外
物
と
の
交
渉
に
於

い
て
始
め
て
起
る
も
の
で
藪

に
善
悪
が
生
ず
る
。

畢
寛
幾
は
誠
聯
換
言
す
る
な
ら
ば
盤
用
有
無

の
間

に
在
り
て
動
而
未
形

(同
上
、
誠

幾
徳
第
三
)
の
所
で
あ
る
。
幾
善
悪
に

つ
い
て
暉
學
に
於

い
て
も
こ
れ
を
説
く
所
で
。

六
租
は
次
の
如
く

述
べ
て
い
る
。

前

念

迷

邸

凡

夫

、

後

念

悟

師

佛

、

前

念

著

μ
境

師
煩

簡

、

後

念

非者
γ倍
つ唱
印
笠
口
提

。

(
六
組
壇
経
、
輪取
若
酔弟
二
)

自

性

迷

印

是

衆

生
、

自

性

畳

師

是

佛

。

(同
上
、

疑
問
第
三
)

迷

人

於

=
境

上

一有

r
念

、

念

上

便

起

二
邪

見

一、

一
切

塵

榮

妄

想

從

r
此

而

生

。

(
同
上
、
定
慧
第
四
)

自

性

は
無

善

無

悪

の

至
善

で

あ

る

が
、

意

念

の
起

動

に
依

つ
て
弦

に
善

悪

が

分

れ
菩

提

と

な
り

煩

悩

と

な

る

の

で
あ

る
。

自

性

と

迷

悟

善

悪

と

の
關

係

は
誠

無

爲

と
幾

善

悪

と

の

そ
れ

で
も

あ

る
が

、

こ

の
雨

者

に

つ

い

て
六

想

は

次

の

如

く

述

べ
て

い
る
。

善

悪
錐

γ
殊

、

本

性

無

二
、

無

二
之

性

、

名
爲

=
實

性

一。

(
同
上
、
繊
悔
第
六
)

善

は
悪

を
離

れ

て

生

じ

得
ず

悪

と
無

縁

な

も

の

で

な

く
、

善

は
悪

の

中

に
存

し

悪

の

あ

る

こ

と

に
依

つ

て
、

悪

を
基

と

し

て
善

が

生

起

す

る

の
で

あ

る
。

そ

れ

で

六

租

の
壇

経

に

煩

悩

暗

宅

中
常

須

γ
生

=
慧

日

一
。

(般
若
第

二
)

浄

心
在

二妄

申

一。

(
同

上
)

と
構

す

る
所

以

で

あ

る
。

誠

は
無

妄

で

あ

る
が

、

妄

を
去

れ

ば

眞

即

ち
誠

が

現

前

す

る

の

で
、

こ

れ

は
去

妄

師

存

眞

で
あ

り

去

妄

師

存

誠

で

あ

る
。

誠

幾

と

不

…離

の
關

係

に

あ

る
紳

に

つ

い
て
通

書

に

獲

微

不

γ
可

γ
見

、

充

周

不

γ
可

7
窮

、

之

謂

γ紳

。

(
誠
幾
徳
第

三
)

大

順

大

化

、

不

γ
見

二
其

　

一、

莫

γ
如

=其

然

一、

之

謂

γ神

。
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(治
第

=

一)

と

あ

る

如

く

周

通

遍

在

す

る

も

述

な
く

不

可

見

不

可

窮

の
も

の

で

あ

る
。

眞

如

或

は

自
性

の
當

艦

も

無

聲

無

臭

無

相

に

し

て
名

状

す

べ
か

ら

ぎ

る
不

可

知

不
可

見

の
存

在

で

あ

つ
て
、

暉

學

に
於

い
て

般

若
無

γ
所

γ
知

無

γ
所

γ
見

。

(
肇
論
、
般
若
無
知
論
第

三
)

實

而

不

7
有

、

虚

而

不

r
無

。

(
同

上
)

無

形

無

相

、

不

γ
属

二
有

無

一、

不

レ
計

二
新

奮

一、

非

r
長

非

γ
短
、

非

レ
大

非

γ小

、

超

=
過

一
切

限

量

名
言

躍

跡
封

待

一。

(
傳
心
法
要
、
鐘
陵
録
)

と

述

べ
て

い
る
所

と
異

な
ら

な

い
。

筒

、

肺

と

は
動

而

無

動

、

静

而
諜

(雑

麺

で
、
朱
註
に
依
れ
ば
動
中
有
静

、
静
中
声

動

(通
書
解

)
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
動
静
の
不
二
底
を
端
的
鏡

わ
し

た
も

の

で
、

水

波

不

離

の
相

師

的

關

係

に
他

な
ら

な

い
。

暉

學

に

於

い

て
も

ま

た
動

印

静

、

静

印

動

の
動

静

一
會

の
思

想

を

説

く

こ

と
次

の
如

く

で

あ

る
。

語

獣

動

静

罷

安

然

。

(
謹
道
歌
)

動

静

常

輝

、

成

二
就

自

然

之

理

一。

(
修
心
訣
)

而

今

要

レ
得

二
省

力

静

闊

一
如

一
、
但

只

透

二
取

趙
州

無

字

一
、
忽

然

透

得

、

方

知

静

闊

爾

不

=
相

妨

一。

(大
慧
書
、
上
、
答
二
劉
通
到
一)

尋

=
夫

不

動

之

作

一、

量
繹

レ
動

以

求

γ静

、

必

求

=
静

於

諸

動

一、

故

錐

γ
動

而

常

静

、

不

二
繹

レ
動

以

求

レ静

、

故

錐

r
静

而

不

γ
離

レ

動

、

然

則

動

静

未

=
始

異

一
。

(肇
論
、

物
不
遷
論
)

聖

と

は
無

思

而

無

レ
不

髄

(通
書
、

思
第
九
)
で

あ

る

が
、

誠

・
神

・
幾

鴛
驚
罫
薪
毒
選
蝦

転
避
凝

(同
上
、
誠

上
第

「

)

と

あ

る
如

く

誠

を
以

て
本

質

と
す

る
も

の

で

、
本

來

性
焉
安
焉

(同
上
、
誠

幾
徳
第
三
)
で
あ
つ
て
、
六
租
の
所
習

性
本
自
具
足

(六
租
壇
経
、

行
由
第

一

)
底
に
他
な
ら
な
い
。
聖
に
つ
い
て
荻
原
饗

婆

聖
は
所
謂
寂
然
不
動
、
佛
教
の
眞
空

・
無
着
に
近
い
。
併
し
其

れ
は
佛
読
よ
り
は
寧
ろ
老
子
の
虚
静
、
荘
子
の
無
思
無
慮
、

繋

僻
の
無
思
何
思
何
慮
に
由
來
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

(周
灘
漢
の
哲
學
、
五
八
一
頁
)

と
述
べ
、
寧
ろ
老
易
思
想
の
影
響
を
力
説
し
て
い
る
が
、

常
盤
大

定
氏
は
周
子
の
聖
は
軍
に
静
的
な
る
も
の
に
あ
ら
ず
し
て
静
中
に
活
機

を
含
む
も
の
た
り
し
こ
と
に
し
て
恐
ら
く
修
輝
の
盟
験
よ
り
來

れ
る
も
の
な
り
。

(支
那
に
於
け
る
佛
教
と
儒
教
道
教
、
一=
六
頁
)

と
輝
の
影
響
に
よ
る
も
の
と
な
し
て
い
る
。

爾
説
と
も
に
是
認
せ

ら
れ
る
が
、
周
子
の
所
謂
聖
は
老
易

(荘
子
の
精
誠
、
易
繋

辮
上
傳
の
深
幾
神

)

と
暉

と
の
影
響
に
よ
る
も
の
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

(1)註

禮
記

の
禮
運
篇

に
衣

の
如
く
載
せ
て
い
る
。

故
人
者
其
天
地
之
徳
、
陰
陽
之
交
、
鬼
瀞
之
會
、

(中略
)
、
人
者
天
地
之
心
也
、
五
行
之
端
也
.

五
行
之
秀
氣

也
、
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(2)

禮
蓮

の
説
に
よ
る
と
人
間
は
天
地
と
そ
の
心
そ
の
徳

を
同
じ
く
し
、

五

行

の
秀
氣
が
合

し
て
人

を
成
し
た
も
の
で
、

そ
の
五
行

に
よ
つ
て
生
成

さ
れ
た
萬
物
の
始
首

に
位
す
る
か
ら
、
人
を
以
て
五
行

の
秀
氣
或
は
五

行

の
端
と
繕
謂
し
た
も

の
で
あ
ろ
う
。

陽
明

の
四
言
教

に
於

け
る
第

一
句
の
無
善
無
悪
心
之
膿

が
誠
無
爲
な
れ

ば
第

二
句

の
有
善
有
悪
意
之
動
が
幾
善
悪

に
當

る
、
老
子
第

一
章

に
於

け
る
常
無
欲
は
静

で
あ
り
未
護
的
中
で
あ

っ
て
こ
れ
が
誠
無
爲

の
所

で
、

常
有
欲

は
動

で
あ
り
翫
獲
的
中

で
あ

っ
て
幾
善
悪
の
所
で
あ
る
。

三

 

聖

の
紹
封
境
に
至
達
し
そ
れ
を
禮
得
す
る
こ
と
は

修
爲

の
究
寛

目
的

で
、

こ
れ
は
至
難
の
如
く
で
あ
る
が
、

然
し
聖
可
γ學
乎
、

日
可

(通
書
、
聖

學
第
二
〇
)
と
修
爲
に
依

つ
て
聖
と
な
り
得
る
と
し
て
そ
の

可
學
性
を
説
い
て
い
る
所
で
あ
る
。

周
子
の
所
謂
聖
と
は
誠
を
艘

現
す
る
こ
と
に
依

つ
て
得
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
誠
を
以
つ

て
そ
の
本
質
と
な
す
も
の
と
謂
え
る
。

暉
林
に
於
い
て
は
自
性
の

徹
見

に
よ
つ
て
佛
地
に
至
り
本
地
の
風
光
が
得
ら
れ
る
も
の
で
、

こ
の
場
合
自
性
が
そ
の
根
帯
を
な
す
所
で
あ
る
、

こ
れ
が
儒
暉
に

於
け
る
爲
聖
作
佛
の
要
諦
に
他
な
ら
な
い
。

そ
の
所
謂
聖
は
本
性

的
な
誠
の
み
な
ら
ず
神

・
幾
を
も
具
え
て
い
る
所

の
璽
性
で
あ
る

所

に
、

そ
の
聖
が
静
的
に
止
ま
ら
ず
静
中
に
動
を
含
む
も
の
で
あ

る
。
印
ち
静
中
動
で
あ
り
動
中
静
で
あ
つ
て
、

こ
れ
は
暉
學
に
於

け
る
動
静

一
如
底
に
他
な
ら
な
い
。

周
子
が
聖
に
幾
を
兼
ね
た
る

ご
と
は
、

蓋
し
内
観
的
な
静
的
面
よ
り
も
寧

ろ
動
的
面
に
重
鮎
を

置
い
た
如
く
で
あ
る
。

こ
れ
は
陽
明
に
於
け

る
致
良
知
の
功
夫
が

静
的
功
夫
よ
り
も
事
上
磨
錬
の
動
的
功
夫
を
以

つ
て
緊
要
事
と
な

し
た
所
と
趣
を
同
じ
く
す
る
も
の
で
暉
學
に
於
い
て
も
か
く
の
如

く
で
あ
る
こ
と
論
を
侯
た
な
い
。

誠

・
神

・
幾
は
互
に
燈
用
不
離

の
關
係
に
あ
る
も
の
で
、

そ
の
調
和
に
よ
つ
て
聖
を
な
す
も
の
で

あ
る
。

こ
れ
は
般
若
智
と
方
便
智
と
の
相
互
關
係
と
も
見
ら
れ
、

こ
の
二
智
を
且
ハえ
て
い
る
も
の
が
佛

・
並
旦
薩
で
あ
つ
て

こ
れ
を
理

想
郷
と
し
て
い
る
。

そ
れ
で
周
子
の
誠

・
神
∵
幾
と
し
て
の
聖
は

こ
の
二
智
を
兼
ね
得
た
る
所

の
佛
縄
的
な
趣
と

通
ず
る
も
の
と
思

わ
れ
る
。

天
聖
賢
士
に
つ
い
て
通
書
に
聖
希
γ天
、賢
希
聖

、士
希
整

(轄

鵡

)
と
あ
る
如
く
、

聖
は
希
天
に
あ
り
賢
は
希
聖
に
あ
つ
て
、

そ
の
終
極
を
天
に
置

い
て
士
よ
り
賢

・
聖

・
天

へ
と

漸
次
志
を
高

遠
に
す
べ
き
こ
と
を
説
い
て
い
る
。

こ
れ
は
人
間
の
倫
理
生
活
に

於
け
る
理
想
観
と
も
謂
う
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、

聖
に
於
い
て
さ

え
も
百
尺
竿
頭
更
に

一
歩
を
進
め
る
底
の

一
段
の
修
験
あ
る
べ
き

こ
と
を
説
い
て
聖
戸

天
、
不

赤
浮

乎

(禦

垂

と
最
高
理
想

を
同
天
に
お
い
て
い
る
。
聖
賢
の
質
的
な
相
違
に
つ
い
て
通
書
に

性
焉
安
焉
之
謂
レ聖
、
復
焉
執
焉
之
謂
レ賢
。

(誠
幾
徳
第
三
)

と
あ
る
。
そ
の
所
謂
性
安
と
は
朱
子
も

性
者
燭
得
二於
天

一、
安
者

奎

二於
亘

、(顯
書
)

と
解
し
て
い
る
が
如
く
、

本
來
完
完
全
全
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圓
成
底
で
あ
つ
て
、
こ
れ
が
聖
と
稻
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

こ

の
性
安
と
し
て
の
聖
に
封
し
て
復
執
と
し
て
の
賢
が
あ
る
。

蓋
し

復
執
と
は
復
蹄
固
執
の
こ
と
で
、

そ
の
復
は
誠
性
に
復
蹄
す
る
こ

と
で
あ
り
、
執
は
聖
域

に
至
る
た
め
の
所
謂
揮
善
固
執
で
あ
ろ
う
。

聖

の
誠
性
に
復
蹄
す
る
過
程
と
し
て
專

一
に
善
師
ち
仁
義
中
正
を

固
執
す
る
の
が
所
謂
賢
で
あ
ろ
う
。

周
子
に
よ
れ
ば
誠
性
は
虚
静

無
欲
を
本
質
と
す
る
も
の
で
、

復
執
は
善
を
固
守
し
て
性
の
本
質

と
し
て
の
虚
静
に
復
蹄
す
る
こ
と
で
圖
読
に
所
謂
主
静
で
あ
る
。

か
く
賢
と
は
復
執
で
聖
に
亜
ぐ
も
の
で
あ
る
が
、

賢
と
な
る
に
は

如
何
な
る
修
爲
法
が
必
要
で
あ
る
か
、

そ
の
爲
賢
の
道
に
つ
い
て

必
有
γ
恥
則
可
レ敏
、
聞
7過
則
有
γ賢
。

(通
書
、
幸
第
八
)

君
子
乾
乾
、

不
γ息
二於
誠

一、

然
必
懲
レ急
窒
γ慾
、

遷
レ善
改
レ

過
。

(同
上
、
乾
損
盆
動
第
三
一
)

と
述
べ
て
い
る
。

こ
れ
に
依
る
と
知
恥

・
改
過

・
遷
善
に
よ
つ
て

道
義
を
艦
得
す
る
こ
と
を
以
て
賢
人
と
な
し
た
。

周
子
は
聖
の
先

天
性
を
認
め
な
が
ら
賢
は
勿
論
聖
に
於
い
て
さ
え
も

修
養
す
べ
き

こ
と
を
読
き
、
學
ん
で
聖
に
な
り
得
る
と
し
て
い
る
。

通
書
に
於
け
る
賢
の
復
執
は
聖
の
誠
性
に
復
錦
す
る
所
謂
復
性

の
思
想
で
あ
る
が
、

暉
學
に
於
い
て
も
復
性
逡
源
の
読
が
あ
る
。

即
ち
本
來
の
面
目
を
心
牛
に
喩
え
、

こ
れ
を
尋
求
す
る
次
序
と
既

得
後
の
心
境
と
窺

わ
し
た
+
牛
圖

(廓
庵
志
達

輝
師
作

)
の
第
九
に
返
本

還

源
を
説
い
て
い
る
所
で
、
そ
の
願
に

返
本
還
源
已
費
γ功
、

孚
如
直
下
若
=盲
聾
一、

庵
中
不
γ見
=庵

外
物

一、
水
自
　
々
花
自
紅
。

と
記
し
て
い
る
。
宗
密
も
原
人
論
の
會
通
本
末
第
四
に
於
い
て

返
本
還
源
、
断
=除
凡
習
一、
損
γ之
又
損
、
以
至
二無
爲

一。

返
=照
心
源
一、

麓
壷
細
除
、

憲
性
顯
現
、

無
=法
不
ア達
、
名
=

法
報
身

一。

と
復
性
返
本
の
思
想
を
述
べ
て
い
る
。

周
子
の
復
性
の
思
想
は
、

繹
林
に
於
け
る
鋸
眞

・
婦
元

・
蹄
本
印
ち

眞
如

・
本
性

・
畳
性
に

復
鯖
す
る
こ
と
で
、

自
己
を
内
省
し
て
性
を
照
見
す
る
所
謂
廻
光

返
照
或
は
返
照
心
源
に
し
て
、

本
來
の
面
目
を
現
前
す
る
こ
と
に

他
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

周
子
の
復
性
読

は
佛
敏
の
思
想
も
加
味

し
て
な
さ
れ
た
唐
の
李
翔
の
復
性
書
に
豫

る
所
が
少
く
な
い
と
思

わ
れ
る
。
そ
れ
で
此
の
黙
に
於
い
て
も
、

上
述
の
暉
の
思
想
に
徴

し
佛
琿
に
於
け
る
返
本
思
想
の
影
響
も
看
過
で
き
な
い
。

周
子
が
聖
の
學
ぶ
べ
き
必
要
性
を
認
め

て
、

そ
の
唯

一
に
し
て

不
可
欠
な
條
件
と
し
て
無
欲
を
説
い
て

請
問
焉
、

日

一
爲
レ要
、

一
者
無
欲
也
、

無
欲
則
静
虚
動
直
、

静
虚
則
明
、

明
則
通
、

動
直
則
公
、

公
則
薄
、

明
通
公
博
庶

　
。

(通
書
、
聖
學
第
二
〇
)

と
。
尚
彼
は

山
下
出
泉
、
静
而
清
也
、
泪
則
齪
。

(同
上
、
蒙
艮
第
四
〇
)

静
則
止
、
止
非
r爲
、
爲
不
γ止
　
、
其
道
也
深
乎
。

(同
上
)
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と
述
べ
て
静
虚
無
爲
を
説
い
て
い
る
。

こ
の
所
謂
無
欲
静
盧
の
読

は
圖
読
に
於
け
る
主
γ静
立
二人
極
一焉
の
思
想
で
あ

る
。

周
子
は

虚
静
無
欲
を
説
い
て
い
る
が
、

こ
れ
は
本
來
儒
教

に
は
無

い
思
想

で
老
荘
並
に
縄
學
に
於
い
て
読
く
所
で
あ
る
。

こ
れ
壇
経
に
所
謂

不
思
善
不
思
悪
本
來
面
目

(行
由
第

一
)
底
に
し
て
、

佛
教
に
於

い
て

は
菩
提
を
讃
得
す
る
に
断
滅
煩
悩
を
説
き
無
欲
無
妄
な
ら
し
め
る

の
で
あ
る
。
無
妄

に
つ
い
て
は
傳
心
法
要
に
心
本
無
妄

(宛
陵
録

)
或

は
壇
経
に
但
無
妄
蟹

、
性
自
清
量

難

)
と
あ

る
が
、
妄
滅

眞

生

で
藪

に
本

來

無

妄

清

潭

の
眞

實
相

が

現

前

す

る

の
で

あ

る
。

周

子

は
修

養

論

に
於

い

て

人

生

而

蒙

、

長

無

二
師

友

一則

愚

、

是

道
義

由

=
師

友

一有

レ
之

。

(
通
書
、
師
友

下
第

二
五
)

と
、

道

義

は

師
友

よ

り
出

ず

る

も

の
と

し

て

師

友

の
啓

獲

敏

導

と

道

問

學

と

の
要

を

説

い
て

い
る

が

、

暉

學

に
於

い
て
も

善

知

識

と

問

學

を

内

修

的

功

夫

の
補
助

と

し

て
次

の
如

く
説

い

て

い

る
。

不

レ
能

=
自

悟

一、

須

下
求

二
善

知

識

指

示

一方

見

上
。

(
六
祀
壇
経
、
般
若
鮨弟
二
)

須

一震

學
多

聞

一、

識

=
自

本

心

一、

達

二
諸

佛

理

一。

(
同

上
、
繊
悔
第
六
)

叢

林

之

中

、

善

知

識

虚
、

深

山

幽

谷
、

可

=
依

止

ツ
之
。

(
坐
騨
用
心
記
)

古

教

可

レ
照

r
心

。

(
永
李
清
規
)

爾

學

共

に
主

從

を

顛

倒

し

て

本

心

の
徹

見

を

忘

却

し

な

い

こ

と
が

肝

要

で

あ

る
。

道
義

を
身

に

得

る

こ

と
が

修
養

の
根

本

義

で
、

富

貴

・
名
聲

・
文

僻

は

修
道

の
障

碍

を

な

す
も

の

と

し

て

通

書

に

君

子

以

=
道

充

一爲

γ
貴

、

身

安

爲

γ富

、

故
常

泰

無

レ
不

γ
足

、

而

鉄

=
覗

軒

星

一、

塵

=
覗

金

玉

一、

其

重
無

γ
加

焉

爾

。

(
富
貴

第
三
三
)

實

勝
善

也
、

名

勝

恥

也
、

故
君

子

進

r
徳

修

γ
業

、

華

々
不

レ
息

、

務

=
実

勝

一
也
。

(
務
實

第

一
四
)

聖

人

之

道
、

入

二
乎

耳

一、

存

二
乎

心

一、

慈

レ
之

爲

=
徳

行

一、

行

レ

之
爲

一一事

業

一、
彼

以

=
文

僻

而

已

一
者
随

　

。

(随
第

三
四
)

と

述

べ

て

い
る

が

輝

に
於

い
て

も
論

を

侯

た

な

い
。

更

に
文

僻

に

つ

い

て

不

γ
知

γ
務

=
道

徳

一、

而

第

以

=文

僻

一爲

レ
能

者

、

藝

焉

而

已
、

億

弊

也
久

　

。

(
通
書
、
文
譜
第

二
八
)

文

所

二
以

載

フ
道

也

、

輪

韓

飾

而

人

弗

γ
庸

、

徒

飾

也

、

況

虚

車

乎

、

文

僻

藝

也
、

道
徳

實

也
、

篤

=
其

實

一而

藝

者

書

γ
之
。

(
同

上
)

と
、

文

僻

を

重

覗

し

て

道
徳

を
輕

硯

す

る

こ

と

の
非

を
述

べ

て

い

る
。

縄

林

に

於

い
て
も

道

は
言

詮
不

及

言

慮

不

關

の
所

に

あ

る
も

の

で
、

そ

れ

が
朋

子

上

に

な

き

こ

と

を
戒

め

て

莫

二
只

管

冊

子

上

念

γ言

念

レ
語

討

γ暉

討

フ
語

、

繹

道

不

γ
在

=
冊

子

上

一。

(
繹
關
策
進
)
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諸
法
妙
理
、
非
7關
=文
字

一。

(六
租
壇
経
、
機
縁
第
七
)

と
。

暉
の
言
語
道
噺
不
立
文
字
底
に
於
い
て
道
が
禮
現
さ
れ
活
濃

々
地
の
境
涯
が
得
ら
れ
る
の
で
、

雨
學
言
語
文
僻
の
弊
を
力
読
す

る
所
で
あ
る
。
既
掲
の
鉄
=覗
軒
冤

一、
塵
二硯
金
玉
一
は
名
利
欲
の

世
界
を
超
脱
し
た
る
周
子
の
心
境
で
あ
る
が
、

そ
の
金
玉
に
つ
い

て
は
臨
濟
録
に
金
屑
錐
γ貴
、

落
7眼
成
レ窮

と
あ
る
。
性
は
本
來

清
澤
で
あ
る
が
、

此
の
深
印
ち
金
玉
屑
に
さ
え
も
著
せ
ば
却
つ
て

浮
妄
と
な
つ
て
佛
性
を
得
な
い
。

畢
寛
暉
は
無
所
住
の
住
で
あ
る

か
ら
で
、
金
剛
経
に
は
鷹
無
所
住
而
生
其
心

(荘
嚴
浄
土

分
第

一
〇
)
と
稻
し

て
い
る
が
、

蓋
し
周
子
も
か
＼
る
輝
の
如
き
心
理
状
態
に
あ
つ
た

も

の
と
謂
え
る
。

周
子
は
佛
印
了
元
か
ら
只
須
尚

=爾
自
家
屋
裏
打

鮎
上

(雛

鵬
)
或
は
疑
則
別
参

(同上
)
と
読
示
さ
れ
、
而
し
て
森

蕪

か
ら

必
要
下着
=
一
路
實
地
工
夫

一直
至
申於

一
旦
諮
然
悟
入
上
、
不
レ可
下

只
在
=言
語
上
一會
上
Q

(同

上
)

と
懇
諭
さ
れ
る
に
至

つ
て
、

道
の
艦
得
が
言
詮
上
に
存
せ
ず
し
て

實
参
實
究
自
得
底
の
輝
的
な
行
的
髄
瞼
に
存
す
る
こ
と
を
知
る
と

共

に
、

尚
了
元
に
依

つ
て
道
が
無
心
無
我
の
境
地
に
於
い
て
具
現

す
る
こ
と
を
知
り
得
た
。

彼
は
道
の
行
修
に
よ
つ
て
途
に
諮
然
と

し
て
省
察
す
る
に
至

つ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
省
悟
の
心
境
を
與
二

自

家
意
志

二

般

(居
士
分
燈
録
及
び
佛

法
金
湯
編
雀
一
二

)
と
述
べ
て
次
の
如
く
披
渥

し
て
い
る
。

昔
本
不
γ迷
今
不
レ悟
、
心
融
境
會
諮
=幽
潜
一、
草
深
隠
外
松
當
γ

道
、
蓋
日
令
一一人
看
不
ア厭
。

(同

上
)

こ
れ
輝
學
に
於
け
る
心
境

一
如

・
心
身
脱
落

の
境
地
に
し
て
、

自

か
ら
萬
境
如
々
の
相
を
現
わ
し
、

紹
封
的
贋

値
の
世
界
に
没
入
し

て
臨
濟
の
所
謂
主
人
公
に
見
参
す
る
底
の
境
涯
と

一
般
で
あ
る
。

(1)註(2)(3)

庸

覆

誠
(誠之
)
説
が
あ
り
、
孟
子
(誌
心
)
覆

性
説
が
あ
・
.
華

(外

編
、

繕
性

)
に
於

け

る
復
初

或

は
反

性

の
思
想

も
蓋

し

復
性

説

に
他

な

ら

な

い

で
あ

ろ

う
。

宗

密

の
師

で
あ

る
唐

代

に
於

け

る
華

嚴

の
清

涼

澄

観

も

次

の
如

く

述

べ

て

い

る
。

牲
復

無

際

是

也
、

牲
者

去

也

起

也

動

也
、

復

者

來

也

滅

也
静

也

、
(中

略

)
、

何

法

往

復
、

略

有

二
三
義

一、

一
隻

約

迷

悟

説
、

二
唯

就
妄

説

、

三
返

本

還

源

説
、

今

初

謂

、

迷
二
法
界

一而

牲

二
六

趣

一、

去
也

動

也
、

悟

二
法

界

一而

復
二
一
心

一、

來

也
静

也

、

皆

法

界

之

用

也
、

迷

則
妄

生

、

悟

則
妄

滅

、

然

眞

有

三

一義

一、

一
約

随
縁

、

迷

則

眞

随
二
於
妄

一、

則

眞

滅

妄

生
、

悟

則

妄

滅

蹄
〆
眞

、

則

眞

生

妄
滅

。

(華

嚴

経
随

疏

演

義

砂

、
巻

一
)

老

子

に
次

の
如

く
記

し

て

い
る
。

故
常

無
欲

以

観

二
其

妙

一、

常

有

欲

以

観

二
其

微

一。

(
第

一

章

)

虚
二
其

心

一實

二
其

腹

一、

弱
二
其

志

一強

二其

骨

一、

常

使

二
民

無

知
無

欲

一。

(
第

三

章

)

致
ゾ
虚

極

守
〆
静

焉
、

萬

物

並

作

、

吾

以
観

二
其

復

一。

(第

一
六

章
)



灘漢思想に於ける輝的なもの100

結

び

周
漁
漢
の
宇
宙
本
腱
論
に
於
い
て
無
極
太
極
読
と
琿
思
想
と
の

關
係
を
述
べ
、
そ
れ
が
佛
典
に
よ
る
根
檬
説
を
窺

い
、

然
る
後
に

宗
密
原
人
論
及
び
起
信
論
の
思
想
と
の
關
係
を
述
べ
た
の
で
あ
る

が
、
無
極
太
極
読
は
縄
思
想
及
び
起
信
思
想
と
同
通
し
て
い
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。

然
し
菰
を
以
て
直
ち
に
周
子
が
そ
の
本
艦
論
に

於

い
て
、

原
人
論
を
通
じ
て
起
信
論
思
想
の
影
響
を
受
け
た
も
の

と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

無
極
太
極
説
は
老
易
の
思

想
的
調
和
に
よ
る
と
は
謂
え
、

彼
に
東
林
常
総
そ
の
他
諸
暉
信
と

の
交
渉
が
存
す
る
限
り
、
尚
彼
の
省
悟
の
心
境
を
窺

つ
て
も
、

暉

の
影
響
を
看
過
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
で
蓋

し
彼
は
儒
縄
道
三
教

の
調
和
を
な
さ
ん
と
し
た
も
の
で
、

そ
こ
に

宋

學
の
特
色
が
あ
る
と
思
わ
れ
、

殊
に
そ
の
契
機
が
無
極
太
極
説

に
存
す
る
も
の
と
謂
う
べ
き
で
あ
る
。

萬
物

一
太
極
並
び
に
物
々
そ
の
本
質
の
李
等
性
を
読
く
廉
漢
の

思
想
は
、
暉
學
に
於
い
て
も
自
性

・
佛
性
が
萬
類
に
具
在
し
、

然

も
眞
如
を
以
て
萬
象
の
無
差
別
卒
等
な

る

こ

と

を
説
く
所
で
あ

る
。
萬
物
生
成
の
根
源
を
以
て
太
極
と
な
し
、

こ
れ
を
以
て
し
て

萬
物
の
同
根

一
農
を
読
く
思
想
も
、

自
性
を
現
象
の
根
源
腱
と
な

し
て
萬
法

一
如
の

一
艦
観
を
読
く
琿
思
想
に
契
當
す
る
所
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
。
彼
の
現
象
開
展
の

思
想
は
起
信
論
に
於
け
る
心
生

滅
門
に
属
す
る
阿
頼
耶
識
か
ら

三
細

・
六
鹿

へ
と
展
開
す
る
の
と

比
せ
ら
れ
る
。

混
沌
の

一
氣
を
本
と
し
て
二
氣

二
二
才
を
生
じ
、

而
し
て
萬
類
の
生
成
を
説
く
宗
密
の
現
象
論
-

原
人
論
に
於
け

る
彼
の
思
想
は
多
分
に
起
信
思
想
が
も
ら
れ
特
に
現
象
の
開
展
を

説
く
所
は
老
子
の
思
想
を

以
て
し
て
は
い
る
が
ー

の
方
が
起
信

論
思
想
よ
り
も
よ
り
廉
漢
の
現
象
論

に
近

い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

周
子
の
人
間
最
塞
説
は
宗
密
の
思
想
に
も
窺
わ
れ
、

聖
及
び
誠

神
幾
の
思
想
も
琿
思
想
と
趣
を
異
に
し
な
い
で
あ
ろ
う
。

彼

の
心

性
読
は
常
盤
大
定
氏
も

周
子
の
心
性
説
は
易

の
寂
通
中
庸
の
誠
明

を
以
て
経
緯
せ
ら
れ

た
る
も
の
に
て
、

い
つ
れ
も
佛
教

の
寂

照
又
は
止
観
又
は
定
慧

に
相
當
す
る
も
の
な
り
。
(支
那
に
於
け
る
佛
教
と
儒
教
道
教
、
一=

三
頁
)

と
述
べ
て
い
る
が
如
く
、

殊
に
輝
學
に
於
け
る
心
性
説
に
近
い
も

の
と
思
わ
れ
る
。

爲
聖
作
佛
の
根
本
契
機
は
周
子
に
於
い
て
は

誠
を
艦
現
す
る
こ

と
に
あ
り
、
琿
學
に
於
い
て
は
自
性
を
徹
見
す
る
所

に
あ
る
。

修

爲
に
於
け
る
動
静

一
貫
の
功
夫
並
び
に
復
性
説
は

輝
學
に
於
い
て

も
こ
れ
を
説
く
所
で
あ
る
。

周
子
の
無
欲
は
復
性
説
と
共
に
老
輝

の
影
響
す
る
所
少
く
な
く
な
い
と
思
わ
れ

る
。

爾
學
師
友
問
學
の

要
を
読
く
が
、
言
詮
文
解

に
つ
い
て
は
共

に
道
の
腱
現
に
は
言
慮

路
縄
に
し
て
こ
れ
を
以
て
し
て
企
及
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
し



て

い
る
。
か
く
の
如
く
彼
の
修
爲
論
は
暉
林
に
於
け
る
そ
れ
と
異

な
る
所
が
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

彼
の
思
想
は
佛
老
殊
に
暉
學

の
理
論
的
究
明
と
修
暉
に
よ
る
實
践
と
に
よ
る
も

の

と

す

べ
き

で
、
暉
の
影
響
す
る
所
は
無
覗
さ
れ
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

大
定
氏

も
暉
が
簾
漢
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
を
認
め
て
次
の
如
く

記

し
て
い
る
。

佛
老
を
研
究
し
特
に
修
暉
の
盤
験
あ
り
。

此
の
研
究
と
膣
験
と

を
儒
教
に
加

へ
以
て
彼
の
組
織
を
得
た

る

も

の
と

せ
ば
可
な

り
。

蓋
し
輝
家
よ
り
佛
教
の
理
論
を
聞
き
修
暉
に
よ
り
て
無
極

の
意
義
を
會
得
し
て
以
て
太
極
に
未
前
の
内
容
を
あ
ら
し
め
た

る
も
の
と
見
ば
大
過
な
か
ら
ん
。

(同
上
、
一=

八
頁
)
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